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報告 1

支援活動における「組織化」について

2005 年春学期「総合 3-6」実践報告

狩野倫子・村上まさみ

概要：本稿では 2005年度春学期「総合3-6」の実践報告として，特に新たな試みとし

て行った TA によるクラスの「組織化」から支援に焦点を当て考察を行った。筆者

らはこれまで 3期に渡り実習生，サポーターと異なる立場で「総合活動型日本語教

育」（以下，「総合」）の教室実践に関わってきた。そしてこれまでの学びを振り返り

具体的に把握するために，05春学期総合3-6 の活動に参加し，ティーチングアシス

タント（以下 TA）として教室実践に関わった。そして過去の活動における反省から

支援集団のネットワーク形成を主眼に置き，そのために必要と思われる媒体と仕組

みの提示を試みた。その結果，支援の組織化とはネットワークやコミュニケーショ

ンの仕組みを作ることそのものではなく，教室コミュニティーに参加するもの同士

が，一人一人の目標達成を目指すプロセスに関わり互いに尊重しあうことのできる

土壌を形成することから始まるのではないか，というひとつの学びを得るに至った。

キーワード：支援の組織化，コミュニケーションの土壌
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はじめに

本稿では 2005年度春学期「総合3-6」において行った新たな試みとして

の TA によるクラスの「組織化」について考察の対象とした。まず筆者ら

の本活動に関わるにあたっての動機を述べ，新たな試みとしての「組織

化」とその内容について触れる。そして「組織化」の実施とその結果につ

いて支援の観点から考察を加える。

1 2005 年度春学期「総合 3-6」

1.1. 筆者らの「総合3-6」とのかかわり

本報告は，実践研究科目実践研究（9）「言語文化教育実践研究」におけ

る「総合3-6」のクラス活動における実践を取り上げる。早稲田大学大学

院日本語教育研究科は，日本語教育実習として実践研究科目が設置されて

おり，同大日本語研究教育センターの日本語科目との連携科目となってい

る。本報告で取り上げる「総合3-6」クラスは，コーディネーターの細川

が設計した「総合」の実践が実習生によって運営される。そこで実習生は

「総合」の実践を経験的に学びながら，支援者として「総合3-6」クラスの

活動に参加することが課題となっている。

筆者らは言語文化教育研究室の在籍生として，一期目の 2003年度秋学

期に実習生として「総合」に参加した。以来，学習者の思考と表現活動

のサポートを行う役割（サポーター）をもって，毎期の教室活動に参加し

てきた。活動に関わるに従い，「総合」の理念が具現化された「総合3-6」

の実践において学習者の思考と表現を活性化させるためには，支援者

（TA/ サポーター）自身が「総合」の理念をいかに自分のものとしていく
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かということ，そして支援者間の理念の共有が重要な鍵になるのではない

かということを次第に感じるようになってきた。なぜなら総合の理念が具

現化された「総合3-6」においては，先述の通り支援者は学習者の思考と

表現の活動に主に直接かかわるため，支援者らの理念理解や教室活動に向

かう姿勢にゆれや迷いが生じると，それはそのまま教室活動に反映される

ことになったからである。

筆者らにとっての「総合3-6」の一期目は，参与観察という課題の下に，

学習者の思考と表現活動に関わった。実習生である筆者らはグループ・

リーダーである実習経験者の下にあり，「総合」の理念を自分なりに消化

し活動に向かう余裕が持てたと思われる。2004年春学期以降は，同セン

ターのカリキュラム編成の変更から配当時数が半減するのに伴い，活動の

運営方法はより流動的な対応が求められるようになった。そして，2004年

度秋学期における TA をおかず実習生による活動運営においては，実習

生は活動運びに手一杯になり，「総合3-6」というひとつのコミュニティー

として，活動が機能しづらい状態が続いたように感じられた。その原因は

教室活動における設計，組織化，運営のうちの「組織化」ではないかと思

われたが，このような中で筆者らはどのようなスタンスで関わればよいの

か，サポーター同士の合意を図る機会を伺いながら模索しているうちに，

結果として中途半端な関わり方で活動を終える結果になった。

1.2. TA としてかかわるにあたって

今期，筆者らは「総合3-6」に TA として支援活動に携わることになり，

改めてこれまでの活動を振り返り，問題意識の整理を行った。「総合3-6」

（実践研究（9））の活動参加者は，日本語学習者である学生と実習生の他

に，実習をすでに終了した支援経験者が共に活動を展開する。実習生は，

自らも「学習者」でありながら，クラス運営の主役となることを求められ

る。しかし，「総合」の活動には初めてかかわる彼らは，活動へのイメージ，
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運営手順や要領への経験的な蓄積がない状態で活動に臨まなければならな

いことへの不安定さがある。一方，ある意図を持って自主的に参加してい

るリピーターとしての実習経験者は，予め活動展開への具体的なイメージ

や個別の経験的ノウハウやアイディアを持って臨むことができる。しかし，

「総合」は流動的な活動展開が特徴であり，既存の前提や先入観を持たず

に活動することが経験に勝るともいえる。そこで，この両者の力を融合し，

相互に共振する支援がより可能性を高めるにはどうしたらよいのだろうか。

こうした現状への問題意識と反省から，筆者らは理念の共有を基盤と

する「組織化」を行う必要性を認識した。実習生の主体性と，リピーター

による経験から得たアイディアの試行を活性化するには，サポーター間の

ネットワーク形成によるコミュニケーション環境が欠かせない。筆者ら

は，支援の組織化を，必要な情報が目に見える形で伝達されるしくみを伴

うネットワーク形成によってコミュニケーション環境を整えることとし

た。そして，筆者らを「調整者としての TA」と位置づけた。つまり，い

わゆる「ティーチング・アシスタント」としての TA ではなく，活動参加

者（学習者，実習生）の自律性・能動性を活性化させるための調整者として

の位置づけである。そして実践の主軸となる実習生が自ら築く教室コミュ

ニティーをいかに機能させていくか，という環境設定にその役割の重点を

置いたのである。

2 支援の組織化を図る

「総合3-6」では，活動の活性化に伴う教室のコミュニティー形成が重要

な意味を持っており，実習生はそのコミュニティー形成を支えるサポー

ターとして必須の存在となっている。設計者の細川の実践理論の具体化を

目指す「総合」では，その理念を共有した上でサポーターの役割への理解
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と合意形成はかり，一枚岩となって活動に臨む関係性の形成が求められる

と考え，支援の組織化を目指すことにした。

支援の組織化には，理念の共有が不可欠であることは，筆者らの当初

の問題意識である。それでは，「総合」の理念を共有するとはそもそもど

のようなことなのだろうか。筆者らは，「総合3-6」での活動を成功させた

いという意図を持った参加主体がつながるための，共通のことばを持つ

ことだと考える。「総合」の活動の理念は，設計者である細川（2004，2003，

2002）が明確に示している。そこで，筆者らは「よいレポート」の価値

基準となる「評価の三本柱」（細川，2002）としての「（1）オリジナリティ，

（2）他者の受容，（3）論理的整合性」を理解し合意形成を図ることで理念を

具体的に共有する実践を目指したいと考えた。理念の共有は，サポーター

同士をつなげネットワークの基盤を成す。これに個々の情報を伝える伝達

の仕組みを目に見える形で整備することで，機能するネットワークが実現

できると考えた。

「総合」では，支援に関わろうとするものが個々の不安や戸惑いを抱え

たまま活動に望むようなコミュニケーション不全の解決を図り，不安やと

まどいを含めた情報を共有した上で，個々の考えや発想を交換し，問い合

えるコミュニケーション環境が必要である。そこで，筆者らはサポーター

が自律性と能動性を持った支援組織となることを目標に，実践の目指す方

向性と当該活動の位置づけの明確化を図る調整者として支援の組織化を試

みた。そこで，筆者らは，まず支援活動の柱を支える媒体を設定すること

で情報の共有化を図り，支援の組織化を進めた。筆者らの考える支援の組

織化とは，活動を進めるにあたり支援集団のネットワークを形成し，その

ネットワークを繋ぐ媒体として，必要な情報を目に見える流れで伝達され

るしくみをつくることであると考えた。

次章においてそのしくみについて詳しく述べたい。
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3 実践：支援のしくみの整備と調整

3.1. しくみを提示する――理念の共有化のための 3本柱

05春の計画にあたり，コーディネーターの細川からは，「（1）学習者の

活動はレベル別グループにしない。（2）活動はグループを固定しない。（3）

実習生は毎時「活動案」を作成して実習に臨み，活動案は事前に実習クラ

スで検討する。」という 3 つの条件が示された。一方，筆者らはこれまで

の経験から，実習生が一丸となって運営する「総合」の実践は，互いの理

念と枠組みへの「共有感」を言語化し，確認を取りながら進めることの難

しさと重さにあると感じていた。個人が抱く前提が，特定の学習者の個人

的な悩みの請負いや「私のグループ」に目を囚われた「囲い込み」的な行

動を起こさせたり，レポートの枠組みに依存した形式的なやり取りに陥ら

せないためには，サポーター間のコミュニケーションの質が問われる。

そこで，理念の共有のプロセスをことば化するしくみとして，支援活

動を支える

（1）計画：みちしるべ→（2）実行：活動案→（3）振り返り：「報告書」と

いうサイクルで運営するしくみを設定した。このサイクルは，コミュニ

ケーションの媒体となる共有フォーマットと併せられており，相互行為を

通して理念形成と立場固めを深めつつ計画に臨めるように意図した。特に

工夫をした点は，活動案作成の助走となる「みちしるべ」制作を考案した

ことである。

「みちしるべ」は，レポート執筆にあたる学生の視点づくりを支援する

ことを目標にしサポーターから学生へのビジュアル・メッセージとして位

置づけ，毎時活動終了後に併設の別科生 BBS に公開し，「学習者」がその

日のクラスで考えたことや現在取り組む課題の目的と意味の内化支援を図

るものとした。しかし，筆者らは，「みちしるべ」の制作が，むしろ支援

側の理念と立場形成の意識化に働きかけ，支援集団の自律性を高めると予
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測し，「活動案」作成の視点を安定させ，活動状況の的確な把握，作品の

読みの視点作りから評価の視点を作る基盤形成を期待した。活動案担当者

は実習の 2週間前から「みちしるべ」制作を開始し，実習当日に向けて活

動全体の見通しを持たせ働きかけの軸を定めることができる。また，理念

や目的は独特な用語でなく誰にでも（別科生を主役に）伝わることばで共

有することも目的の一つである。そして，実習生と実習経験者のペアワー

クでこれにあたることで，サポーター間の信頼関係の構築とのネットワー

ク内の情報共有の促進を図ることにした。

以上のようにルーティン化した（1）みちしるべ（2）活動案（3）報告書は，

実践プロセスを記録するものとしてファイルしていくことにより，本実践

の支援活動がポートフォリオに蓄積されていき，第三者的にも共有財とし

て共有することが可能になったことは評価できると考える。

以下に示す二つの図は，支援の組織化における三本の柱をめぐる連環

関係（図1）と，クラス活動を枠組みの視点から捉えそのフローを示したも

の（図2）である。
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次章において上記三本柱を軸として行った実際の活動結果について述

べる。

3.2. 実践結果

■クラス活動概要

はじめに，2005年度春学期「総合3－6」クラスの構成を示す。

コーディネーター：細川

学習者8名（早稲田大学日本語教育センター別科日本語専修過程履修者）

実習生6名（2005年春学期「実践研究（9）」履修者・支援担当）

実習経験者1名（2004年春学期「実践研究（9）」修了者・支援担当）

TA2名（2003年秋学期「実践研究（9）」修了者」）
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クラス活動は，学習者それぞれの書いた文章について，学習者が言い

たいことをどのように伝えているか，あるいは，それが伝わったかどうか

についての質問や確認を中心にしたインターアクションを行った。

■支援組織化の結果

3.1 で述べたしくみを具体的に運営の流れとして，実践についてここで

まとめる。

（1）事前準備～実践前半（6週目～）

まず事前の準備として，筆者らの実践の目標を支援の組織化とし，し

くみの整備を行い，実践に臨んだ。実践に臨むに当たり，運営のしくみは，

ゴールデンウィークに入る前まで 3週にわたる実践クラスでガイダンスと

内容説明及び調整を図り，2回の実習において，実践的なイメージが把握

されるような働きかけを想定して望んだ。ゴールデンウィークによって

活動の導入直後に 10日ほどのブランクが入ることは，活動の運営として

は，始めの難関であると思われたからである。しかし，実際には，始めの

6週（実質的には 2 ヶ月）に支援者の人員の問題を含めた変動が大きくあ

り，活動が不安定なものとなった。〔表2参照〕そこで，ゴールデンウィー

クをはさんだ 2 ～ 4週目には支援のペアワーク制を個人担当制に変更する

調整を含め，運営のしくみの見直しを図る必要が出た。そのため，6週目

までは実習生が新しいしくみの運営のリズムをつかむことに精一杯となっ

た。そのため，筆者らは，TA として，「総合3-6」の活動において，やり

取りを活性化させる介入や，学習者 BBS への働きかけなど，「総合」の活

動本来の内容の活性化と進行への目配りが欠かせない状態となったのであ

る。この時点では，支援グループが自律的に機能するネットワークとして

の特徴は見られなかった。
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こうした状況は，実習生自体にフラストレーションを起こし，徐々に

しくみに対する問題意識を具体的に発言として表すようになる。それは，

6週目に行ったテーマ発表会の準備をめぐり，自律性に期待しまとうとし

た筆者らの対応と，実習生が不安を抱き「TA」に期待する気持ちとの齟

齬が実際の活動に軋轢が生じさせたことがきっかけである。ここで，実習

生はしくみの複雑さや度重なる変更への異議を発信し，それによって，筆

者らも自分たちの理念と意図を伝えられないままに実習生に負担を負わせ

ていたことを改めて確認することができた。これ以降，活動のしくみが機

能し始めていった。しかし，9週目までは，まだ TA は実習生の運営の調

整とクラスの活性化の調整の両方を視野に入れていく必要があった。

（2）実践後半（7週目～）

7週目を過ぎたころから，事前，当日，共に TA としてあまり活動への

介入をする必要がなくなっていった。筆者らの調整事項は，実質的なスケ

ジュールと実務的な内容の調整で終わり，「総合」への活動参加者として，

本質的な内容や理念の共有を目指した合意形成への対話を深める時間が充

実していった。スケジュールや，活動の目的や方向性，そして，評価につ

いての検討は，常にサポーター内で合議で意思決定がされるようになった。

〔表1〕は「総合3-6」クラスに参加した別科生のリストである。当初グ

ループの固定性は取らない方針で始めたが，作品の読み込みを核に内容を

めぐる議論をより深めていくために，8週目より，A，B 二つのグループに
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分け各担当支援者も固定とした。グループ分けは，実習生が別科生のレ

ポートのテーマと進み具合などを考慮してグループ分けを決定し，支援側

は個々の関心によって自発的に参加グループを決めた。なお，各週の具体

的な実践記録の要点を，〔表2〕として付録に示した。

4 結果

4.1. 支援体制の組織化の試みとその結果――コミュニケーション土壌の形成不足

前章において述べたように，筆者らは理念の共有化のために，互いに

連環した必然性のあるものとして「みちしるべ」「活動報告書」「活動案」

を三本柱として設定した。この三本柱をめぐり支援者間のやりとりが成さ

れることで，理念の共有化が図られるであろうことを意図していた。また

教室におけるコミュニケーション土壌の形成はまず支援者から，という考

えもあった。しかし実際この 3本柱が機能し出すまでには，活動の半分程

度の期間を有してしまう結果となってしまった。その原因としてまず，支

援体制を支えるための 3 つのツールの意義の伝達が困難を要したことであ

る。これは，はじめての経験に不安を抱く実習生にとっては，仕組みの枠

組みをなぞることだけでも容易でなかったためである。結果として，活動

当初の実習生の反応には複雑な仕組みを持ったものとして抵抗感が見られ

た。そして与えられた仕組みを「回すこと」に実習生の労力が注がれ，肝

心の別科生との教室活動に目を向けにくくなっていた。筆者らはある程度

の混乱は想定のものとし，徐々に慣れることで問題は解決されるであろう

と構えていたものの，思うように組織化は進まずにいた。そのおおきな要

因としては「コミュニケーション土壌の形成不足」が考えられると筆者ら

は捉える。例えば今回の活動前半の活動の停滞（p.8）は，筆者らと実習生
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とのコミュニケーションの土壌が十分に養われないまま，学習者の活動の把

握と対応へ連携が取れなかったことに起因した例と捉えることができよう。

実際，活動自体に慣れとともに，ML や実践クラス疑問や違和感をこと

ばにして交わすことのできるコミュニケーションの土壌が形成されてくる

と，徐々にコミュニティーとして機能するとともに，先の三本柱の意義も

意識されていったことが伺えたのである。それは活動当初，別科生に「総

合の理念を教える」ことに終始する言動が多くみられたのだが，次第に

「自分たちの理念共有にとって必要なもの」が認識され，そのためのツー

ルとして 3本柱が意識されてきた発言がいくつかみられたことからも伺え

る。活動の最終段階には支援組織がコミュニティーとして機能をし始めた

と見ているが，筆者らの支援体制の組織化の試みは，その意義や目的の意

識化の合意が十分に図りきれなかった。

以上の反省を踏まえ解決策を述べるのなら，以下のものが考えられる。

（1）実践前の実習生向けガイダンス実施

この「コミュニティーの土壌を形成する」ための解決策としては，活動

が走り出す前に時間を設け，「実習生」に対しての活動への関わり方のガ

イダンスを兼ねた話し合いを行い，支援者としてのこの時点で活動に携わ

る上での基盤を培うことが考えられる。これは同じものを目指して行うべ

きだというのではなく，理念の共有化を図った上で互いの立場や意見を交

わすための土壌作りの一環としての位置付けである。

（2）サポーター（実習経験者の配置）

「総合」において実習生は，実習クラスに関わりながらその理念と自分

の言語教育観を手探りで見つけ出すことが期待されている。従って実習経

験者であるサポーター相互の別科生への働きかけに対するフォローも必要

であり，実習経験のあるサポーターにはこの役割が期待できる。しかし
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今回は諸事情により第4週目から実習経験者を配置できなくなったことも，

別科生への働きかけ等をめぐり混乱をきたした要因のひとつと考える。

また，今回の実践では，別科生側の参加者が活動の中盤まで流動的で，

毎時欠席者がある状況で活動を進めなければならなかったことが，サポー

ターに個々への対応と全体的な活動の導きへのとまどいを大きくしていた。

そもそも「総合」の活動は全体が足並みをそろえた活動展開を図ること

は難しい。むしろ参加主体個々の状況を尊重した活動展開が醍醐味である

のだが，とりわけ今回の実践は進度のばらつきの幅が大きく，個別の活動

状況を尊重しながら全体との調整を図る支援の難易度が高まった。このよ

うな不規則な事態は実践活動において当然のことといえる。重要なことは，

何か問題が起きた時に，互いに話し合えるコミュニケーションの土壌や基

盤を持っていることだと考える。今回の活動においては，TA も発生する

事柄への対応に追われ，その働きかけの意図を実習生に十分に伝えること

ができないまま，活動を進めることに追われた感が残る。

「総合」は学習者が主体的に発信をすることによって成り立つクラスで

ある。特に，言語運用レベル混成クラスでは，安心して発信できる風土の

形成も重要になる。個々の学習者は発信することに対する考え方をそれぞ

れもっているが，活動が進むにつれて自然に言いたいことが言える土壌が

できていった。サポーターからの「アドバイス」を待つ姿勢が，次第にク

ラスメートのことばに耳を傾け考えるやり取りに変化し，その結果が産出

物にも見られるようになるという形で相互行為が活性化する様子が観察さ

れた。

4.2. まとめ―「協働」の問い返しを通して

筆者らは計画立案の方針として「実習」を「実践研究（9）」クラスとい

うコミュニティーの「仕事」と捉えることから出発した。「総合」の実践は

無調整の状態で自然発生的には成立しない。それは理念，枠組みの設計に
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基づき，意識的に働きかける「教育実践」行為であり，実践に関わる一人

一人が提示された理念と方法論をどう理解し，どのように教室活動に体現

していくかの「イメージ」の表現化が求められる。イメージを具体的にこ

とばにのせる努力は，サポーターにとっても重要であり，お互いの「共有

感」が実は主観的前提に基づくものであることがやり取りによって確認さ

れる場面が見られた。本実践では，時間を要したが，意識的に記述し，発

言するやりとりを丁寧に行うことで目的を共有する合意形成が進み，支援

の協働が活性化していったと言える。

そこで，今一度組織化を振り返ってみたい。筆者らにとっての支援の

組織化は，支援集団のネットワークを形成に主眼をおき，筆者らの経験か

らそのために必要な媒体と仕組みの提示を試みた。しかし，その仕組みは

構造として捉えられてしまったことで，設定の意図そのものを伝えること

ができなかった。活動の展開に従い，仕組みは実習生に経験的に受け入れ

られ，その意図が発見されるに至ったが，それにいたるまでにかかった時

間と，精神的な軋轢を考えると，同じだけ時間をかけることを想定すれば，

始めから話し合いに時間を費やしたほうが良かったとも考えられる。なぜ

なら，ひとつのコミュニティーにおいて何かひとつのことを成し遂げて

いこうとするには「合意」を求めながら進めることが不可欠であるからだ。

この「合意」を積み重ねていくには，一方からの押し付けではなく，とも

にがんばって良いものを試行錯誤しながら見つけ，作り上げていこうとす

ることからはじめることによって，本質的なコミュニケーションの基盤を

育むことができるだろう。このプロセスを経ることで支援に対しての自覚

が促されることになり，支援組織が自律性と能動性を獲得が期待できる。

参加する主体が考え，コミュニケーションを図りながら合意形成に基づき

目的に向けて行動すること，これを協働的行為と捉える。すなわち，支援

の組織化とは合意形成されながら作られていく「協働」の実現を目指すも

のであったと考える。
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総合活動型日本語教育が育成を図るコミュニケーション活動能力とは，

一人ひとりがコミュニティー形成に能動的参加する能力と捉えることがで

きる。その意味で，「総合3-6」の永続的な目標は「良いレポート」を探求

する活動を通して「教室コミュニティー」が形成されていくことと言い換

えることが可能である。しかし，「教室コミュニティー」の形成は「組織

化」によって実現を目指すものだろうか。この問いは，今回の実践を通し，

新たに筆者らが得た問いである。「支援の組織化」では，ネットワークと

コミュニケーションの仕組みをもつことにより規則性のある協働体制をと

るコミュニティーができていった。しかし，「総合3-6」が目指す「教室コ

ミュニティー」とは，ここで展開した言語活動をめぐる相互行為そのもの

が築き上げる関係性であり，そこには「学習者」も「支援者」もなく，た

だ一人ひとりの参加者がそこで互いに発信し，受け止め，考えることを繰

り返すことが生み出した無形の所産といえる。教室コミュニティーの形成

を尊重する実践では，「学習者同士の協働」を安易に期待し評価的発言を

繰り返すことを見直してみる必要があるだろう。学習者同士のやり取り＝

協働とするのではなく，一人ひとりの目標達成を目指すプロセスにかかわ

りながら，本質的に互いが尊重しあうことのできる価値観を見出すような

相互行為の活性化の基盤づくりから出発することばではないかと，今回の

実践では改めて考えさせられたのである。

5 おわりに

2005年度春学期の実践を追え，今一度その実践を振り返ってみた今，

筆者らは再び「組織化」について問い直しを始めている。それは，組織化

とは形骸化をたどる形に求められるものではなく，組織構成員が，明確で

客観的な目的とそれを達成しようとする動機を共有し，実践に望む関係性
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を作ることと捉えるべきではないか，ということである。それにはまず，

例えば「良いレポートを書きましょう」という目標設定が前提となるので

はなく，「良いレポートとは何か」といったある種自明の内容について取

り直し，議論できるような土壌を形成していくことから始まるのではない

か，と考えるのである。本実践を通し学んだことを生かしながら，次なる

実践に向かいたいと考える。

また本実践にあたり，「教室コミュニティー」メンバであった実践研究

（9）の実習生の皆様注1，「総合3-6」メンバの別科生の皆様に心より感謝を

申し上げます。

注

1 実践研究（9）のメンバの皆さん（敬称略）：大西博子，小田晶子，栃木英子，宮

口さや子，山本怜，薮本容子，山田裕子
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